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問 １　次の［設例］に基づき、以下の［問］に答えなさい。

［設例］

父Ｘは、令和 ４年 ８ 月に死亡し、子Ａ（大学院に在学）は相続により財産を取得し

た。子Ａが、父Ｘから生前に取得していた財産は次のとおりであり、贈与税の申告、納

付が必要なものについては適法に済ませている。

なお、父Ｘ及び子Ａは、日本国籍を有しており、日本国外に住所を有していたことは

ない。また、以下の １〜 ４に掲げる贈与以外の贈与については考慮する必要はない。

１　平成30年11月に、父Ｘから、現金500万円の贈与を受けた。

２　令和元年 ５月に、父Ｘから、土地の贈与（贈与時の時価1≤000万円、相続開始時の

時価2≤500万円）を受け、父Ｘを特定贈与者として、相続時精算課税の適用を受けた。

３　令和 ２年10月に、父Ｘから、米国国債（贈与時の時価2≤000万円、相続開始時の時

価2≤100万円）の贈与を受けた。

４　令和 ３年 ４月に、父Ｘを委託者とする信託受益権（1≤000万円）を取得し、直系尊

属から教育資金の一括贈与を受けた場合の贈与税の非課税（租税特別措置法第70条の

２の ２）の適用を受けた。なお、父Ｘの相続開始の日における教育資金支出額は500

万円であり、子Ａは、在学証明書を贈与者の死亡の届出と併せて取扱金融機関に提出

している。

［問］

子Ａの相続税の計算上、課税価格に加算される財産の価額及び課された贈与税の課税

上の取扱いについて、関連する条文に触れつつ説明しなさい。

問 ２　次の［設例］に基づき、以下の⑴及び⑵の問に答えなさい。

［設例］

子Ｂは、平成30年 ５ 月に、父Ｙから非上場会社の株式の贈与（1≤000株。贈与時の時

価は １株当たり ５万円）を受け、非上場株式等についての贈与税の納税猶予及び免除の

特例（租税特別措置法第70条の ７の ５）の適用を受けた。父Ｙは、特例経営贈与承継期

間の経過後に死亡した（当該株式の相続開始時の時価は １株当たり10万円）。

⑴　上記の特例の趣旨と概要について、簡潔に説明しなさい。

⑵　父Ｙが死亡した場合における、上記の特例の適用を受けた上記の株式に係る贈与税

及び相続税の課税上の取扱いについて、関連する条文に触れつつ説明しなさい。


